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第4期（全3集）の構成（価格はいずれも税別）

第1集：中国借款（第3期の続き） 81リ ール（リ ー ル番号0320-0400)¥1,863,000
第2集：対外投資 34リ ー ル（リ ール番号0401-0434) ¥782,000
第3集：対外協定 36リ ー ル（リ ー ル番号0435-0470) ¥828,000

第4期では、明治後半期から両世界大戦間期にかけて、横濱正金銀行が関わった対中国関

係の借款関係資料を第3期に引き続いて収録するとともに、対外投資に関わる諸資料、主として

戦時期にかけての欧米支店を中心とする対外協定関係の書類綴りを収録している。

対中国借款では、第3期が政府借款を中心としていたのに対し、漢冶沖公司借款及び裕繁

公司借款など鉄鋼資源開発に関わる資料群など重要な資料が含まれている。漢冶拝だけで80

冊に近い資料群は、新しい発見を期待させるものである。また、北支那開発、中支那開発、東亜

興業、中日実業などの諸会社に関する諸借款、満彊鉄道、四鄭鉄道などの鉄道会社関係など

広範にわたる横濱正金銀行の対中国投資への関与を裏付ける資料群である。

対外投資関係では、第一次大戦期に開始されたフランス国庫証券のほか、東京市、大阪市な

どの市債発行、満鉄社債発行など、さらに横濱正金銀行が保有していた外貨債などの取扱に

関わる記録類を収録している。

対外協定では、準戦時から戦時体制へと推移する中で、厳しい為替管理の下で必要となっ

た国際金融に関わる協定等を収録している。これらは主として欧米支店が関与した金融支払

い協定などに関する書類が中心であるが、その範囲は中南米などにも及び、さらにドイツと満州

国との協定など地域的には、欧米に限定されていないものである。
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